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新潟市下水道管路施設
ウォーターＰＰＰ導入に向けた
マーケットサウンディング


【アンケート調査票】





新潟市　下水道部
下水道管理センター　維持管理課


【貴社の連絡先等について】
貴社のご担当者・連絡先等をご記入ください。ご回答いただいた個人情報は非公開とし、取扱いには十分注意し、目的外の使用はいたしません。

	法人名
	

	部署名
	

	担当者名
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	




【アンケート回答方法について】
・次頁以降の質問にご回答をお願いします。
・回答は、１企業もしくは１グループで取りまとめてご提出ください。
・アンケートは提出期限までに、メールにより次の提出先にご提出ください。

＜提出期限＞　　　　令和8年3月31日（火）
＜提出先＞　　　　 E-mail：iji.ps@city.niigata.lg.jp
　　　　　　　　　　　（新潟市　下水道部　下水道管理センター　維持管理課）
＜メール件名＞　　　　「【法人名または団体名】【新潟市下水道管路施設
W-PPPアンケート】」としてください。
＜添付ファイル＞　　　　「【法人名または団体名】下水道管路アンケート調査票」
としてください。


次頁に留意事項を記載しています。必ずご覧ください。



留意事項　（必ずご覧ください。）
1. アンケート内容の取扱い
・アンケート内容は、今後の検討において参考とさせていただくものであり、今後予定している事業者選定における評価等には影響しません。

1. 実施結果の公表
・アンケートの実施結果については、概要をホームページで公表します。
・公表にあたっては、事前にアンケート回答者へ記載内容等の確認を行う場合があります。
・調査目的から逸脱していると考えられるもの、同種の提案が多数寄せられたものなどの場合は回答方法を調整させていただく場合があります。あらかじめご了承ください。
・アンケート回答者の名称並びに企業ノウハウに係る内容は、公表しません。ただし、「個人情報の保護に関する法律」や「新潟市個人情報の保護に関する法律施行条例」に基づき情報公開の対象となることがあります。

1. アンケート調査に関する費用
・アンケート調査における回答作成に要する費用等は、参加者の負担となります。

（４）	その他
・回答にあたり、アンケートチェック欄における行の追加や削除等の書式変更はご遠慮ください。ただし、意見等を記載する自由記入欄等に関しては、記入欄が足りない場合、高さは変更していただいて構いません。本調査票以外にも、別途資料等の提出をご希望の場合は、メールに添付の上、メールにてお送りください。
・書き忘れ防止のため、自由記入欄においても意見等がない場合は「特になし」とご記入ください。

皆さまへのお願い
本アンケート調査は、皆さまからのご意見を伺う大変貴重な機会であると考えております。
ぜひ、すべての質問項目にお目通しいただき、ご回答くださいますよう、よろしくお願いいたします。



[bookmark: 質問①]質問①　業種・業務分野について
貴社が該当する業種・業務分野をご回答ください。
	1. 業種・業務分野(該当する回答にチェック)※複数回答可

	コンサルタント
	維持管理
	建設工事
	メーカー
	その他

	☐	実施設計
☐	ストックマネジメント実施方針策定
☐	修繕改築計画策定

	【管路施設】
☐	点検・調査
☐	修繕
☐	住民対応・清掃

【マンホール
ポンプ】　
☐	運転管理
☐	修繕・取替
	☐	土木・建築施設
☐	機械・電気設備
☐	管路施設
	☐	土木・建築資材
☐	機械・電気設備
☐	管路施設資材
☐	その他
　（　　　）
	☐	（　　　）
☐	（　　　）
☐	（　　　）





質問②　ウォーターPPPの理解度
本マーケットサウンディングにおけるウォーターPPPの説明を受けて、貴社におけるウォーターPPPの理解度についてご回答ください。
	1. ウォーターPPPの理解度について（該当する回答にチェック）

	☐	理解できた
☐	理解できなかった
☐	どちらともいえない

	2. 上記回答を選んだ理由をご記入ください。

	



質問③　参入意欲
新潟市ウォーターPPPへの参入意欲についてご回答ください。
	1. 参入意欲について（該当する回答にチェック）

	☐	意欲がある
☐	意欲がない
☐	どちらともいえない

	2. 上記回答を選んだ理由をご記入ください。

	

	3. （1で「意欲がある」と回答した方）希望する参入形態について（該当する回答にチェック）※複数選択可

	☐ 代表企業　　　　☐ 構成企業　　　　☐ 協力企業（再委託）　　☐ 未定

	4．上記回答を選んだ理由をご記入ください。

	





質問④　貴社のPPP/PFI実績
貴社のPPP/PFIへの参入実績等についてご回答ください。
ただし、参入実績については1事業方式につき1実績ご記入ください。
	1. 参入実績の有無（該当する回答にチェック）

	☐	参入実績あり　　☐	参入実績なし

	2. （1で「参入実績あり」と回答した方）参入した事業方式（該当する回答にチェック）

	☐	PFI方式
（　　方式）
	☐	DBO方式

	☐	包括的民間委託
	☐	その他
（　　　　　）

	3. （1で「参入実績あり」と回答した方）参入した事業方式に対する事業形態（2でチェックを付けたそれぞれの事業方式について、該当する回答にチェック）

	PFI方式
	DBO方式
	包括的民間委託
	その他

	☐	代表企業
☐	構成企業
☐	協力企業
　（再委託）
	☐	代表企業
☐	構成企業
☐	協力企業
　（再委託）
	☐	代表企業
☐	構成企業
☐	協力企業
　（再委託）
	☐	代表企業
☐	構成企業
☐	協力企業
　（再委託）

	4. （1で「参入実績あり」と回答した方）参入した事業方式に対する貴社担当業務（2でチェックを付けたそれぞれの事業方式について、該当する回答にチェック）※複数回答可

	【管路施設】

	PFI方式
	DBO方式
	包括的民間委託
	その他

	☐	統括管理
☐	巡視・点検
☐	調査
☐	清掃
☐	修繕
☐	苦情対応
☐	設計
☐	工事
☐	災害予防
☐	災害対応
☐	その他（　　　）

	☐	統括管理
☐	巡視・点検
☐	調査
☐	清掃
☐	修繕
☐	苦情対応
☐	設計
☐	工事
☐	災害予防
☐	災害対応
☐	その他（　　　）

	☐	統括管理
☐	巡視・点検
☐	調査
☐	清掃
☐	修繕
☐	苦情対応
☐	設計
☐	工事
☐	災害予防
☐	災害対応
☐	その他（　　　）

	☐	統括管理
☐	巡視・点検
☐	調査
☐	清掃
☐	修繕
☐	苦情対応
☐	設計
☐	工事
☐	災害予防
☐	災害対応
☐	その他（　　　）





	4の続き.（1で「参入実績あり」と回答した方）参入した事業方式に対する貴社担当業務（2でチェックを付けたそれぞれの事業方式について、該当する回答にチェック）※複数回答可

	【マンホールポンプ】

	PFI方式
	DBO方式
	包括的民間委託
	その他

	☐	保守点検
☐	清掃
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）

	☐	保守点検
☐	清掃
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）

	☐	保守点検
☐	清掃
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）

	☐	保守点検
☐	清掃
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）


	【終末処理場・汚水中継ポンプ場】

	PFI方式
	DBO方式
	包括的民間委託
	その他

	☐	統括管理
☐	運転操作
☐	保守点検
☐	清掃
☐	ユーティリティ調達･管理
☐	水質管理
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）

	☐	統括管理
☐	運転操作
☐	保守点検
☐	清掃
☐	ユーティリティ調達・管理
☐	水質管理
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）

	☐	統括管理
☐	運転操作
☐	保守点検
☐	清掃
☐	ユーティリティ調達・管理
☐	水質管理
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）

	☐	統括管理
☐	運転操作
☐	保守点検
☐	清掃
☐	ユーティリティ調達・管理
☐	水質管理
☐	汚泥処理・運搬
☐	修繕
☐	設計
☐	工事
☐	その他（　　　）






質問⑤　新潟市下水道事業における業務実績
新潟市下水道事業における貴社の業務実績についてご回答ください。
	1. 新潟市下水道事業への業務実績について（該当する回答にチェック）

	☐	実績あり
☐	実績なし

	2. （1で「実績あり」と回答した方）過去5ヵ年における主な業務について（該当する回答にチェック）※複数回答可

	【管路施設】
	【マンホールポンプ】

	☐	巡視
☐	点検
☐	調査
☐	清掃
☐	修繕
☐	住民対応
☐	緊急対応
☐	計画策定（修繕・改築計画）
☐	計画策定（管路SM計画関連）
☐	その他（　　　　）

	☐	保守点検
☐	法定点検
☐	清掃
☐	修繕・取替
☐	その他維持管理（工事等立会、
除草・除雪）
☐	緊急対応
☐	ユーティリティ
☐	計画策定（施設SM計画関連）
☐	その他（　　　　）







質問⑥　ウォーターPPPの4要件に対する課題
ウォーターPPPの4要件（長期契約、性能発注、管理・更新一体マネジメント、プロフィットシェア）について、貴社が考える課題や懸念事項についてお聞かせください。
なお、課題や懸念事項については、課題や懸念事項と考える理由も併せてご記載ください。

＜新潟市におけるウォーターPPPの４要件の考え＞
	長期契約
	令和9年度～令和19年度の10年間を予定

	性能発注
	仕様発注から開始し、ウォーターPPPの受託者が実施した詳細調査結果に基づいて、ストックマネジメント計画見直し時期等を捉え、性能発注の指標について官民で協議を行い、性能規定を設定することを想定

	管理・更新一体マネジメント
	現行の管路包括からの段階的な移行として、管路施設（マンホールポンプを含む）については更新支援型（CM業務を含まない）を導入する方針

	プロフィットシェア
	プロフィットシェアの仕組みの導入を想定
プロフィットシェアの発動は必須ではないこととし、受託者からの提案を管理者が受け、発動した場合においては、費用縮減分に対する官民の分配割合を協議により決定することを契約条項等に記載する予定



	1. ウォーターPPPの4要件対する課題

	1－①. 長期契約

	


	1－②. 性能発注

	


	1－③. 管理・更新一体マネジメント

	


	1－④. プロフィットシェア

	






質問⑦　対象施設（案）に対する意見
マーケットサウンディングにおいて、対象施設（案）について説明させていただきました。
貴社の考えをご回答ください。
	1. 対象施設（案）について（該当する回答にチェック）

	☐	妥当である
☐	一部妥当でない
☐	妥当でない

	2．（1で「一部妥当でない」「妥当でない」と回答した方）回答を選んだ場合、妥当でない施設とその理由をご記入ください。

	





質問⑧　対象業務（案）に対する意見
本マーケットサウンディングにおいて、対象業務（案）について説明させていただきました。
貴社の考えをご回答ください。
	1. 対象業務（案）について（該当する回答にチェック）

	☐	妥当である
☐	一部妥当でない
☐	妥当でない
☐ 担う予定の業務がない

	2．（1で「妥当である」「一部妥当でない」と回答した方）貴社が担う予定の業務にチェック（該当する回答にチェック）

	【計画的維持管理業務】
	【住民対応・緊急対応業務】
	【維持管理業務】
(マンホールポンプ)

	☐ 巡　視
☐ 点　検
☐ 調　査
☐ 清　掃
☐ 修　繕

	☐ 現地確認
☐ 個別対応（清掃）
☐ 個別対応（部分修繕）
☐ 個別対応（改修）
☐ 緊急対応

	☐ 保守点検
☐ 法定点検
☐ 清　掃
☐ 修　繕・取　替
☐ その他維持管理
（工事等立会、除草・除雪等）
☐ 緊急対応
☐ ユーティリティ
☐ 修繕計画


	【計画策定業務】
	【統括管理業務】
	

	☐ 修繕改築計画策定
☐ 点検・調査計画案策定

	☐ 一元統括管理
☐ セルフモニタリング
☐ 施設情報管理

	

	3．（1で「一部妥当でない」と回答した方）妥当でない業務名とその理由をご記入ください。

	





質問⑨　対象数量（案）に対する意見
本マーケットサウンディングにおいて、対象数量（案）について説明させていただきました。
貴社の考えをご回答ください。
	1. 質問⑧で選択した貴社が担う予定の業務の対象数量（案）について（該当する回答にチェック）

	☐	妥当である
☐	一部妥当でない
☐	妥当でない

	2．（1で「一部妥当でない」「妥当でない」と回答した方）回答を選んだ理由をご記入ください。

	



質問⑩　入札参加資格者名簿における登録業種
貴社における「新潟市電子入札システム」への登録業種についてご回答ください。
	1. 業種（該当する回答にチェック）

	☐	工事　　☐ JV　　☐ コンサル　　☐ 物品　　☐ 一般委託　　☐ 未登録

	2. （1で工事またはJVまたはコンサルと回答した方）業種（工種）、細目をご記入ください。

	

	3．（1で物品または一般委託と回答した方）業種をご記入ください。

	




質問⑪　技術者の保有資格
貴社において以下の資格を保有しているかについてご回答ください。
	1. 保有資格（複数回答可）

	☐	技術士（総合技術監理部門）
☐	技術士（上下水道部門）
☐	1級土木施工管理技士
☐	2級土木施工管理技士
☐	1級造園施工管理技士
☐	2級造園施工管理技士
☐	第1種電気主任技術者
☐	第2種電気主任技術者
☐	第3種電気主任技術者
☐	第1種電気工事士
☐	第2種電気工事士
☐	監理技術者（建設業法）
☐	主任技術者（建設業法）
☐	下水道管路管理技士（総合技士）
☐	下水道管路管理技士（主任技士）
☐	下水道管路管理技士（専門技士・清掃部門）
☐	下水道管路管理技士（専門技士・調査部門）
☐	下水道管路管理技士（専門技士・修繕改築部門）
☐	下水道管理技術認定試験
☐	下水道管路施設に係る業務経験１０年以上
☐	酸素欠乏・硫化水素危険作業主任
☐	その他
（対象業務：　　　　　　　、名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（対象業務：　　　　　　　、名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






質問⑫　管路施設の維持管理業務を担う企業の保有機器
貴社において保有している機器についてご回答ください。
	1. 保有機器（該当する回答にチェック）

	☐	高圧洗浄車（　　台）
☐	揚泥車（　　台）
☐	給水車（　　台）
☐	汚泥吸排車（　　台）
☐	強力吸引車（　　台）
☐	特殊強力吸引車（　　台）
☐	バックホウ（　　台）
☐	2tトラック（ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級を含む）（　　台）
☐	本管用TVｶﾒﾗ搭載車（　　台）
☐	工事用水中ポンプ（　　台）
☐	草刈機[肩掛式]（　　台）
☐	除草機（　　台）
☐	集草機（　　台）
☐	タンパ（ランマを含む）（　　台）
☐	その他（　　　）（　　台）
☐	保有無し





質問⑬　スケジュール（予定）に対する意見
本マーケットサウンディングにおいて、スケジュール（予定）について説明させていただきました。
貴社の考えをご回答ください。
	1. スケジュール（予定）について（該当する回答にチェック）

	☐	妥当である
☐	妥当でない

	2．（1で妥当でないと回答した方）回答を選んだ理由をご記入ください。

	







質問⑭　その他のご意見・ご要望等
その他、ご意見・ご要望等ございましたらご記入ください。
※質問①～⑬で回答した内容と重複しない内容をご記入ください。
※公表を希望しない場合は、その旨もご記入ください。
	1. ご意見・ご要望

	




質問⑮　その他のご質問
新潟市に対する、ご意見・ご要望等ございましたらご記入ください。
※公表を希望しない場合は、その旨もご記入ください。
	1. ご意見・ご要望

	




アンケート調査は以上となります。
ご協力ありがとうございました。

16
